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今
回
の
視
察
は
、
ニ
チ
レ
イ

フ
ー
ズ
の
松
尾
哲
哉
取
締
役
専

務
執
行
役
員
が
同
行
。「
当
社

は
チ
キ
ン
と
米
飯
を
最
大
の
重

要
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
チ
キ
ン
は

タ
イ
国
が
主
要

生
産
拠
点
と
な

る
。
特
に
Ｇ
Ｆ

Ｎ
は
業
務
用
商

品
が
中
心
で
フ

ル
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
が

特
徴
。
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｆ
は
加
工
技

術
が
一
番
の
強

み
。
お
客
様
か

ら
品
質
、
簡
便

性
、お
い
し
さ
、

衣
の
食
感
、
肉

の
ジ
ュ
ー
シ
ー

さ
を
認
め
ら
れ

て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

Ｇ
Ｆ
Ｎ
で

は
、
平
野
秀
樹
上
級
副
社
長
と

橋
山
暢
祐
副
社
長
が
出
迎
え
て

く
れ
た
。
同
社
は
２
０
０
８
年

に
設
立
、
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
が

51
％
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
社
が
49
％
を

出
資
す
る
合
弁
会
社
。
２
０
０

０
年
代
に
入
り
、
中
国
で
食
に

関
す
る
事
件
・
事
故
が
多
発
し

た
こ
と
で
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
の

軽
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
な

か
、
タ
イ
で
生
き
た
鶏
か
ら
最

終
製
品
ま
で
フ
ル
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
会
社
を
設
立
し

た
。
チ
キ
ン
加
工
品
の
専
門
工

場
で
、
養
鶏
か
ら
鶏
処
理
・
加

熱
加
工
品
ま
で
一
貫
生
産
す
る

こ
と
で
安
心
安
全
を
確
保
し
て

い
る
。
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
社
は
、
飼
料

工
場
か
ら
原
種
鶏
場
、種
鶏
場
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
養
鶏
場
、
鶏
処
理

場
、
加
熱
工
場
ま
で
養
鶏
事
業

を
垂
直
統
合
し
て
い
る
。
10
年

に
２
ラ
イ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
て

以
来
、
20
年
に
第
２
工
場
を
新

設
、現
在
は
７
ラ
イ
ン
に
拡
大
。

生
産
（
凍
結
）
能
力
は
日
産
１

４
４
ト
ン
。
コ
ロ
ナ
明
け
で
外

食
を
中
心
に
業
務
用
市
場
が
急

回
復
す
る
な
か
、
旺
盛
な
需
要

に
対
応
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｆ
Ｎ
は
バ
ン
コ
ク
の
南
南

東
１
３
０
㎞
の
チ
ョ
ン
ブ
リ
県

に
所
在
。
周
囲
に
点
在
す
る
Ｇ

Ｆ
Ｐ
Ｔ
社
の
養
鶏
場
か
ら
大
型

ト
ラ
ッ
ク
で
毎
日
15
万
羽
の
生

き
た
鶏
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

養
鶏
場
は
近
い
所
で
５
分
、
遠

く
て
も
１
時
間
圏
内
に
あ
る
の

で
鶏
は
ス
ト
レ
ス
を
受
け
に
く

い
良
い
状
態
で
入
荷
で
き
る
。

ま
た
、
タ
イ
最
大
の
レ
ム
チ
ャ

バ
ン
港
ま
で
車

で
１
時
間
圏
内

と
輸
出
に
も
好

立
地
。
従
業
員

は
５
４
０
０
名

で
、
ニ
チ
レ
イ

フ
ー
ズ
社
員
を

中
心
に
日
本
人

８
名
が
常
駐
し

て
い
る
ほ
か
、

一
番
近
い
国
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
国

境
ま
で
２
時
間

ほ
ど
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
は
３
８

０
０
名
を
占
め

る
。

　

従
業
員
の
人
権
を
尊
重
し
、

安
全
か
つ
安
心
な
労
働
環
境
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。
タ
イ
人

の
ほ
か
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
従

業
員
が
家
族
で
暮
ら
せ
る
居
住

施
設
12
棟
を
工
場
内
に
併
設
し

て
い
る
ほ
か
、運
動
場
も
完
備
。

さ
ら
に
、
敷
地
内
に
従
業
員
専

用
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
併
設
し
、

外
出
し
な
く
て
も
食
料
品
や
日

用
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
居
住
す
る
約
４
２
０
０

名
の
う
ち
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は

３
８
０
０
名
全
員
が
暮
ら
し
て

い
る
。
欧
州
の
監
査
で
は
外
国

人
労
働
者
へ
の
人
権
配
慮
基
準

が
高
ま
る
な
か
、
Ｇ
Ｆ
Ｎ
で
は

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

雇
用
形
態
は
、
従
業
員
各
個

人
と
Ｇ
Ｆ
Ｎ
と
の
直
接
雇
用
契

約
。
タ
イ
で
は
業
者
を
通
じ
た

雇
用
契
約
が
一
般
的
だ
が
、
実

際
に
従
業
員
に
支
払
わ
れ
る
給

与
が
い
く
ら
か
は
不
明
。
Ｇ
Ｆ

Ｎ
で
は
従
業
員
に
直
接
給
与
を

支
払
っ
て
い
る
。
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
ほ
か
、
一
部
能
率
給

（
出
来
高
制
）
を
採
用
し
、
正

確
で
沢
山
仕
事
を
し
た
人
が
給

料
を
沢
山
も
ら
え
る
賃
金
体
系

も
特
徴
。環
境
面
に
も
配
慮
し
、

昨
23
年
10
月
に
太
陽
光
発
電
を

ス
タ
ー
ト
し
全
体
の
15
％
を
太

陽
光
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
廃

棄
ロ
ス
の
削
減
で
は
、
鶏
の
羽

根
は
加
熱
粉
砕
し
て
タ
イ
で
盛

ん
な
養
殖
（
エ
ビ
・
魚
）
の

タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
の
飼
料

に
、
頭
や
骨
は
加
熱
粉
砕
し
て

キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
向
け
に
、
そ

の
ほ
か
ガ
ラ
や
内
臓
は
タ
イ
国

内
に
販
売
。
血
液
は
東
南
ア
ジ

ア
の
食
材
と
し
て
一
般
的
な
低

単
価
高
栄
養
の
ブ
ラ
ッ
ド
ケ
ー

キ
（
凝
固
し
た
血
液
を
加
熱
し

た
も
の
）
と
し
て
販
売
し
て
い

る
。足
先（
も
み
じ
）は
中
国
へ
、

モ
モ
肉
や
ム
ネ
肉
は
日
本
と
欧

　

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
の
タ
イ
子
会
社
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ニ
チ
レ
イ

（
Ｇ
Ｆ
Ｎ
）
は
、
国
内
外
の
旺
盛
な
チ
キ
ン
加
工
品
需
要
の

高
ま
り
に
対
応
し
て
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。
日
本
向
け
は

「
究
極
の
唐
揚
げ
」「
ち
ょ
び
チ
キ
」
と
い
っ
た
唐
揚
げ
類
、

チ
キ
ン
ス
テ
ー
キ
な
ど
主
に
業
務
用
商
品
を
中
心
に
、
家
庭

用
は
人
気
商
品

「
む
ね
か
ら
」

の
生
産
拠
点
と

し
て
、
週
６
日

24
時
間
体
制
（
２
シ
フ
ト
）
で
臨
ん
で
い
る
。
一
方
、
ス
ラ

ポ
ン
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
は
、
唐
揚
げ
№
１

商
品
「
特
か
ら
」
の
専
用
工
場
を
有
す
る
チ
キ
ン
加
工
品
の

主
要
拠
点
。
新
技
術
「
三
度
揚
げ
（
ト
リ
プ
ル
フ
ラ
イ
）」

製
法
を
駆
使
し
、
こ
だ
わ
り
品
質
を
実
現
し
て
い
る
。
本
誌

は
こ
の
ほ
ど
両
社
を
訪
問
。高
品
位
な
商
品
づ
く
り
に
加
え
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

 

（
三
浦
正
幹
）

GFN正面玄関、奥は住居棟

GFN全景

従業員専用マーケット

チ
キ
ン
工
場
フ
ル
稼
働

Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ニ
チ
レ
イ
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州
に
輸
出
。
鶏
１
羽
ム
ダ
な
く

す
べ
て
商
品
化
し
て
い
る
。

　

生
産
ラ
イ
ン
の
自
動
化
も
進

め
て
い
る
。
23
年
４
月
か
ら
骨

と
肉
に
分
け
る
機
械
、
上
半
身

の
ム
ネ
肉
と
サ
サ
ミ
と
手
羽
を

自
動
で
分
け
る
機
械
を
導
入
し

た
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
要
す
る
工

程
を
す
べ
て
機
械
化
し
た
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
従
業

員
が
大
量
に
離
脱
し
た
場
合
で

も
処
理
羽
数
を
変
更
せ
ず
生
産

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
熱

工
程
の
構
造
転
換
を
し
た
こ
と

も
ポ
イ
ン
ト
。
通
常
、
肉
に
味

付
け
す
る
際
、
調
味
料
の
計
量

室
と
、
肉
と
調
味
料
を
混
合
す

る
部
屋
と
、
そ

の
後
で
冷
蔵
保

管
す
る
冷
蔵
庫

が
一
カ
所
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

各
ラ
イ
ン
に
原
料
を
送
る
の
が

一
般
的
な
の
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｆ

Ｎ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
ン
に

計
量
室
と
混
合
室
と
冷
蔵
庫
を

ワ
ン
セ
ッ
ト
に
し
て
い
る
こ
と

で
人
為
的
な
ミ
ス
を
防
い
で
い

る
。

　

養
鶏
場
は
１
０
０
％
Ｇ
Ｆ
Ｐ

Ｔ
社
が
所
有
。
他
社
で
は
自
社

養
鶏
場
の
割
合
は
３
～
４
割
で

あ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
Ｇ
Ｆ

Ｐ
Ｔ
社
は
飼
料
か
ら
飼
育
環
境

な
ど
す
べ
て
ト
レ
ー
ス
で
き

る
。
家
畜
に
可
能
な
限
り
ス
ト

レ
ス
を
与
え
ず
育
て
る
こ
と
を

求
め
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
（
動
物
福
祉
）
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。国
際
認
証
で
は「
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
」
が
必
須
。
さ
ら
に

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
特

化
し
た
「
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ

ｔ
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
欧
州
と
の
取
引
で
は
様
々

な
監
査
に
合
格
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、
一
番
厳
し
い

英
国
の
小
売
協
会
の
監
査
（
Ｂ

Ｒ
Ｃ 

＆ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ 

ａ
ｃ
ｃ
ｒ
ｅ

ｄ
ｉ
ｔ 

Ｂ
ｙ 

Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
が
必

須
と
な
っ
て
い
る
。

　
︿
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
、
全
社
員
一

丸
で
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
展

開
﹀

　

ス
ラ
ポ
ン
ニ
チ
レ
イ
フ
ー

ズ
（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
で
は
、
パ

イ
ブ
ー
ン 

カ
ン
ボ
ン
キ
ッ
ト

社
長
、
間
宮 

稔
上
級
副
社
長
、

宮
柱
友
治
副

社
長
生
産
統

括
、
四
之
宮
和

洋
副
社
長
総
務

統
括
、
阿
部
広

幸
品
質
保
証
統

括
部
長
兼
生
産

統
括
部
長
ら
が

出
迎
え
て
く
れ

た
。
同
社
は
１

９
８
８
年
、
バ

ン
コ
ク
か
ら
南

へ
約
30
㎞
の
テ

バ
ラ
ッ
ク
地
域

で
ニ
チ
レ
イ

フ
ー
ズ
と
エ
ビ
に
強
み
を
持
つ

ス
ラ
ポ
ン
フ
ー
ズ
の
合
弁
会
社

と
し
て
設
立
。

当
初
、
水
産
品

を
中
心
と
し
た

冷
凍
食
品
を
生
産
し
て
い
たスラポンニチレイフーズ外観

「自動カットマシン」でカットされた鶏肉

生きた鶏を搬入

「
特
か
ら
」増
産
体
制

ス
ラ
ポ
ン
ニ
チ
レ
イ

（
14
面
に
続
く
）
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が
、
１
９
９
４
年
に
テ
パ
ラ
ク

第
二
工
場
を
増
設
し
冷
凍
唐
揚

げ
の
生
産
を
ス
タ
ー
ト
。
96
年

に
は
バ
ン
コ
ク
か
ら
東
へ
２
０

０
㎞
の
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
県
の
カ

ビ
ン
ブ
リ
工
業
団
地
内
に
新
工

場
を
竣
工
。
需
要
の
増
加
に
対

応
し
て
冷
凍
唐
揚
げ
の
生
産
能

力
を
拡
大
し
、
09
年
に
は
カ
ビ

ン
ブ
リ
工
場
内
に
第
二
工
場
を

増
設
し
た
。

　

そ
の
後
、
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

が
17
年
に
新
発
売
し
た
「
特
か

ら
」
の
大
ヒ
ッ
ト
に
伴
い
、
19

年
に
テ
パ
ラ
ク
工
場
を
改
修

し
、「
特
か
ら
」
の
専
用
工
場

と
し
て
生
産
を
開
始
し
た
。
人

気
商
品
「
特
か
ら
」
の
販
売
は

右
肩
上
が
り
に
増
勢
を
続
け
、

２
０
２
０
年
冬
に
は
カ
ビ
ン
ブ

リ
工
場
で
も
生
産
を
開
始
す
る

な
ど
増
産
体
制
を
敷
い
て
い

る
。

　

テ
パ
ラ
ク
工
場
は
、
選
別
技

術
、
生
産
技
術
、
検
査
技
術
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
た
「
特
か

ら
」
専
用
工
場
。
複
数
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
良
質
な
鶏
肉
原

料
を
調
達
し
、
お
い
し
さ
、
価

格
、
品
質
信
頼
性
に
お
い
て
競

争
力
の
あ
る
新
「
特
か
ら
」
を

生
産
し
て
い
る
。
新
技
術
「
三

度
揚
げ
（
ト
リ
プ
ル
フ
ラ
イ
）」

製
法
で
こ
だ
わ
り
の
品
質
を
実

現
し
た
。
生
産
（
凍
結
）
能
力

は
日
産
25
ト
ン
。

　

一
方
、
カ
ビ

ン
ブ
リ
工
場

は
多
種
多
様

な
フ
ラ
イ
調
理
方
式
の
マ
ル
チ

フ
ラ
イ
工
場
。Ｎ
Ｂ
品
の
ほ
か
、

Ｐ
Ｂ
な
ど
顧
客
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
新
し

い
付
加
価
値
創
出
が

可
能
な
カ
ス
タ
ム
メ

イ
ド
型
で
、「
ダ
ブ

ル
フ
ラ
イ
」、「
フ
ラ

イ+

ス
チ
ー
ム
オ
ー

ブ
ン
」、「
ト
リ
プ
ル

フ
ラ
イ
」
を
備
え
た

複
合
ラ
イ
ン
が
特

徴
。
た
れ
づ
け
竜
田

揚
げ
、
タ
ツ
タ
、
鶏

の
天
ぷ
ら
、
鶏
つ
く

ね
等
を
生
産
し
て
い

る
。
生
産
（
凍
結
）

能
力
は
日
産
50
ト
ン
。

　
「
ダ
ブ
ル
フ
ラ
イ
」
工
程
で

は
、
始
め
に
低
温
で
揚
げ
、
色

を
つ
け
ず
に
中
ま
で
火
を
通

す
。
そ
の
後
、
余
熱
を
利
用
し

て
さ
ら
に
火
を
通
す
。
最
後
に

高
温
で
２
度
揚
げ
し
、
か
ら
あ

げ
表
面
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る

こ
と
で
カ
ラ
ッ
と
し
た
食
感
を

生
み
出
し
て
い
る
。「
フ
ラ
イ

＋
ス
チ
ー
ム
オ
ー
ブ
ン
」
工
程

で
は
、
始
め
に
油
で
揚
げ
た
表

面
を
固
め
た
後
に
高
温
の
加
熱

水
蒸
気
を
利
用
し
、
中
ま
で
火

を
通
す
。
こ
の
時
、
水
分
量
と

オ
ー
ブ
ン
温
度
を
調
節
し
、
衣

の
食
感
や
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
を
調

整
で
き
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。「
ト

リ
プ
ル
フ
ラ
イ
」
は
、
一
度
揚

げ
で
表
面
に
火
を
通
し
、
余
熱

を
利
用
し
、
二
度
揚
げ
で
旨
味

を
閉
じ
込
め
、
さ
ら
に
余
熱
で

肉
に
じ
っ
く
り
火
を
通
し
、
三

度
揚
げ
で
衣
を
カ
ラ
ッ
と
仕
上

げ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
も
注
力
し

て
い
る
。地
球
環
境
に
配
慮
し
、

特
に
揚
げ
油
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
化
活
動
を
推
進
。
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｆ
独
自
の
フ
ラ
イ
油
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
で
、
定
期
的
に

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
工
場
の
廃

油
を
回
収
す
る
ほ
か
、
家
庭
用

の
使
用
済
サ
ラ
ダ
油
３
ℓ
を
新

油
１
ℓ
と
無
料
交
換
。
従
業
員

や
地
域
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か

ら
持
ち
込
ま
れ
る
。
工
場
廃
油

は
年
間
１
１
９
７
ト
ン
（
２
０

２
３
年
実
績
）、
家
庭
用
廃
油

７
３
３
ℓ
を
回
収
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
の

リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
包
材
を
捨

て
ず
に
会
社
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

に
集
め
る
。
１
㎏
５
バ
ー
ツ

（
Ｂ
）
で
業
者
に
売
れ
る
が
、

環
境
団
体
や
福
祉
団
体
な
ど
へ

寄
付
し
て
い
る
。
会
社
だ
け
で

な
く
、
従
業
員
は
家
庭
生
活
の

中
で
不
要
と
な
っ
た
ビ
ニ
ー
ル

袋
や
コ
ン
ビ
ニ
袋
な
ど
を
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と
で
エ

コ
活
動
に
参
画
で
き
る
「
Ｗ
Ｏ

Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
。

Ｗ
Ｏ
Ｎ
は
タ
イ
語
で
渦
巻
、
ス

パ
イ
ラ
ル
の
意
味
。
リ
サ
イ
ク

ル
の
意
味
合
い
を
も
じ
っ
た
。

１
年
間
で
３
３
８
本
の
植
樹
を

し
た
こ
と
に
等
し
く
、
３
０
４

２
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
つ
な
げ

て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
外
箱
採
用
、

自
社
内
排
水
処
理
設
備
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
（
照
明
）、太
陽
光
照
明
（
屋

外
）、
省
エ
ネ
生
産
を
進
め
て

い
る
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
で

は
、
国
際
腐
敗
防
止
デ
ー
に
従

業
員
へ
方
針
を
毎
回
発
信
、
各

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
売
買
契
約
時
に

方
針
を
織
り
込
む
。
従
業
員
に

も
優
し
い
。
国
籍
に
寄
ら
ず
全

社
員
が
同
一
賃
金
同
一
労
働
、

工
場
周
辺
に
社
宅
提
供
、
健
康

診
断
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
勤
続

表
彰
制
度
な
ど
を
設
け
て
い

る
。

　

ま
た
、
１
カ
月
に
１
回
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｆ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
。

各
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
協
力
し
、

サ
ラ
ダ
油
や
玉
子
、
調
味
料
、

フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
割
安
で
販
売

し
好
評
を
得
て
い
る
ほ
か
、
年

末
に
開
催
す
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
も
盛
り
上
が
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
っ
て
い
る
。
周
辺
地
域
の
寺

院
へ
の
寄
付
金
、
病
院
へ
の
ワ

ク
チ
ン
・
Ａ
Ｔ
Ｋ
寄
付
、
小
学

校
へ
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
製
品
寄
付

な
ど
地
域
貢
献
活
動
に
も
熱

心
。
間
宮
上
級
副
社
長
が
「
こ

う
し
た
活
動
も
『
特
か
ら
』
を

支
え
て
い
る
」と
言
う
よ
う
に
、

社
員
一
丸
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

廃油３本を新油１本と交換

特から三度揚げ後の検品

廃油を回収するタンクローリー

プラスチック回収ボックスを説明する間宮上級副社長

（
13
面
か
ら
続
く
）

全
社
員
一丸
で
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
展
開


